
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○

【知・技】楽器の奏法を理解し、曲想を表現す
ることができる。
【思考】音楽表現について考える。
【態】関心を持って学習活動に取組もうとして
いる。

○ ○ ○ ○

日本の歌曲「浜辺の歌」
ドイツ歌曲「Heibelroslein」

【知・技】歌詞や曲想を理解して、調和した歌
唱ができる。
【思考】音楽表現について考える。
【態】関心を持って学習活動に取組もうとして
いる。

⑤器楽
１年間のまとめとしてコンサート
を企画し音楽活動の喜びや楽しさ
を味わう。

○ ○

独唱、合唱、アンサンブルなど
幅広い活動を通し表現する力、鑑
賞する力を育てる。

【 知　識　及　び　技　能 】

音楽Ⅰ

28

20

【知・技】リズムや音の構成を理解し、音やリ
ズムを聴き取れる。
【思考】音楽表現について考える。
【態】関心を持って学習活動に取組もうとして
いる。

【知・技】歌詞や曲想を理解して、調和した歌
唱ができる。
【思考】音楽表現について考える。
【態】関心を持って学習活動に取組もうとして
いる。

プッチーニ、ヴェルディ、
ストラビンスキー、ドビュッ
シー、チャイコフスキーなど

【知・技】作曲家や曲の特徴を理解し、曲想を
理解することができる。
【思考】音楽表現について考える。
【態】関心を持って学習活動に取組もうとして
いる。

自主教材
　キーボード編曲譜７曲
　ギタータブ譜３曲
ギターコード

【知・技】楽器の奏法を理解し、曲想を表現す
ることができる。
【思考】音楽表現について考える。
【態】関心を持って学習活動に取組もうとして
いる。

・混声四部合組曲”筑後川”より
河口
・瑠璃色の地球

三和音 【知・技】各種記号の意味を理解し、各種記号
を書いたり、表現できる。
【思考】音楽表現について考える。
【態】関心を持って学習活動に取組もうとして
いる。

４分の２拍子

クライスラー、ラフマンノフ
グロフォ、ミローなど

【知・技】作曲家や曲の特徴を理解し、曲想を
理解することができる。
【思考】音楽表現について考える。
【態】関心を持って学習活動に取組もうとして
いる。

・４分の４拍子

・校歌
・旅立ちの日に，ビリーブ
・Amazing　Grace
・混声四部合唱Viva la musica

合計

芸術 音楽Ⅰ 2

【思考力、判断力、表現力等】

①楽典
音楽を学ぶ上で必要になる楽典を
学ぶ

・長音階の説明
　ハ・ニ長調、ホ・ヘ・ト長調
　イ・ロ長調、変・嬰長調

【知・技】各種記号の意味を理解し、各種記号
を書いたり、表現できる。
【思考】音楽表現について考える。
【態】関心を持って学習活動に取組もうとして
いる。

②聴音
音楽の重要な要素であるリズムや
音の構成を学ぶ

・４分の３拍子 【知・技】リズムや音の構成を理解し、音やリ
ズムを聴き取れる。
【思考】音楽表現について考える。
【態】関心を持って学習活動に取組もうとして
いる。

③合唱
自己のイメージを豊かにしたり他
者の音楽表現に共感したりしなが
ら豊かな響きで歌う

③合唱
自己のイメージを豊かにしたり他
者の音楽表現に共感したりしなが
ら豊かな響きで歌う

【知識及び技能】

曲想や音楽の構造や文化的・歴史的背景などと
の関わり及び音楽の多様性について理解すると
ともに、創意工夫を生かした音楽表現をするた
めに必要な技能を身に付けるようにする。

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫する
ことや、音楽を評価しながらよさや美しさを自ら
味わって聴くことができるようにする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

３
学
期

２
学
期

１
学
期

①楽典
音楽を学ぶ上で必要になる楽典を
学ぶ

④鑑賞
感情を音楽で表現する方法を比較
しながら音楽の良さや美しさを味
わう

⑤器楽（ギター／キーボード）
各自が選んだ楽器の奏法を身に付
け音楽表現の創意工夫をしながら
アンサンブルの魅力を知る

①楽典
音楽を学ぶ上で必要になる楽典を
学ぶ

②聴音
音楽の重要な要素であるリズムや
音の構成を学ぶ

④鑑賞
感情を音楽で表現する方法を比較
しながら音楽の良さや美しさを味
わう

③合唱
自己のイメージを豊かにしたり他
者の音楽表現に共感したりしなが
ら豊かな響きで歌う

⑤器楽（ハンドベル）
各自が担当したベルを仲間と合奏
し、ハンドベルアンサンブルの魅
力を感じ取る

④鑑賞
感情を音楽で表現する方法を比較
しながら音楽の良さや美しさを味
わう

②聴音
音楽の重要な要素であるリズムや
音の構成を学ぶ

【学びに向かう力、人間性等】

主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組
み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むと
ともに、感性を高め、音楽文化に親しみ、音楽
によって生活や社会を明るく豊かなものにして
いく態度を養う。

音楽Ⅰ芸術

芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付ける。

創造的な表現をしたり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛する心情を育むとともに、感性を高め心豊かな生活や社会を創造していく。

教育出版　　音楽Ⅰ　Tutti+　Ⅰ

芸術

□A　Whole　New　World
□Over　the　Rainbow

態
配当
時数

思知

【知・技】各種記号の意味を理解し、各種記号
を書いたり、表現できる。
【思考】音楽表現について考える。
【態】関心を持って学習活動に取組もうとして
いる。

評価規準

22

【知・技】楽器の奏法を理解し、曲想を表現す
ることができる。
【思考】音楽表現について考える。
【態】関心を持って学習活動に取組もうとして
いる。

【知・技】作曲家や曲の特徴を理解し、曲想を
理解することができる。
【思考】音楽表現について考える。
【態】関心を持って学習活動に取組もうとして
いる。

【知・技】歌詞や曲想を理解して、調和した歌
唱ができる。
【思考】音楽表現について考える。
【態】関心を持って学習活動に取組もうとして
いる。

【知・技】リズムや音の構成を理解し、音やリ
ズムを聴き取れる。
【思考】音楽表現について考える。
【態】関心を持って学習活動に取組もうとして
いる。

表現 鑑
賞

ヘンデル、バッハ、モーツアル
ト、シューベルトなど

・ト音、ヘ音記号
・音名、階名
・音符、休符の書き方
・強弱、速度記号などの記号



○

【知・技】楽器の奏法を理解し、曲想を表現す
ることができる。
【思考】音楽表現について考える。
【態】関心を持って学習活動に取組もうとして
いる。

○ ○ ○ ○

⑤器楽
１年間のまとめとしてコンサート
を企画し音楽活動の喜びや楽しさ
を味わう。

○ ○

独唱、合唱、アンサンブルなど
幅広い活動を通し表現する力、鑑
賞する力を育てる。

70

３
学
期



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
画

デ
ザ
イ
ン

彫
刻

【学びに向かう力、人間性等】

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、美術
を愛好する心情を育むと共に心豊かな生活や社会
を想像していく態度を養う。

〇出席と授業態度
〇材料・用具の取り扱い
〇準備、後片付け、安全面
○学習意欲・制作へ取り組む姿勢
〇作品の完成度
〇目標・条件に沿って作成しているか
〇正しい制作過程、手順で手を抜かずに
進めたか。

〇出席と授業態度
〇材料・用具の取り扱い
〇準備、後片付け、安全面
○学習意欲・制作へ取り組む姿勢
〇作品の完成度
〇目標・条件に沿って作成しているか
〇正しい制作過程、手順で手を抜かずに
進めたか。

配
当
時
数

評価規準 知 思 態

〇

単元 デザイン　スクラッチグ
ラス
     「時　計」

○樹悠なデザインで、スクラッ
チアートを制作する。

〇アイデアスケッチ
〇下絵
〇スクラッチ
〇彩色
〇互いに作品を鑑賞

〇出席と授業態度
〇材料・用具の取り扱い
〇準備、後片付け、安全面
○学習意欲・制作へ取り組む姿勢
〇作品の完成度
〇目標・条件に沿って作成しているか
〇正しい制作過程、手順で手を抜かずに
進めたか。

22

20

〇 〇 〇〇〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇

芸術 美術Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

対象や事象を捉える造形的な視点について理解を
深めるとともに、意図に応じて表現方法を創意工
夫し、創造的に表すことができるようにする。

造形的な美しさ、表現の意図と創意工夫、美術
の働きなどについて考え、主題を生成して創造
的に発想し構想を練ったり価値意識を持って美
術文化に対する感じ方を深めることができるよ
うにする。

高校生の美術１（日本文教出版）

芸術

美術Ⅰ

創造的な表現をしたり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛する心情を育むとともに、感性を高め心豊かな生活や社会を創造していく。

〇 〇

2

合
計

70

【 知　識　及　び　技　能 】

〇 〇 〇 〇 28

〇

単元　着彩／水彩画「静物」

○形態を的確にとらえ、質感や
立体感のある水彩画を描く。

○エスキース
〇下描き
〇着色
〇互いに作品を鑑賞

〇

単元　ﾃﾞｻﾞｲﾝ

「イラストレーション」
　
○自分でデザインしたイラスト
レーションをを制作する。

芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付ける。

３
学
期

美術Ⅰ芸術

２
学
期

〇文字レタリング
〇彩色
〇互いに作品を鑑賞

〇 〇

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

〇

単元　ﾃﾞｻﾞｲﾝ

「イラストレーション」
　
○自分でデザインしたイラスト
レーションをを制作する。

〇アイデアスケッチ
〇デザイン画
〇下描き


